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序5
1. 導入
　本論は、1960年代初頭に興隆したアメリカのミニマリズム（Minimalism）あるいはミニマル・ア
ート（Minimal Art）と呼ばれる美術、とりわけドナルド・ジャッドの作品を対象とし、パースペ
クティヴの問題によって、その発生と展開を考察するものである。ここで使われるパースペクテ
ィヴ（perspective）とは、遠近法、眺望、そしてものの見方という意味を含んでいる。パースペク
ティヴという問題を重視するのは、イメージの描写や表現主義的身振りといったものが還元され
た、幾何学的で抽象的な「物体 object」の芸術として登場し、近年の大規模な展覧会でも「物体
としての芸術」1として呼ばれたミニマリズムの芸術を、「物体」にとどまらず、その周囲と背景
を含んだ視野から、具体的に再考するために有効であると考えるためである。本論においては、
「物体としての芸術」ではなく、視点性が還元できない「観点としての芸術」として新たに再解
釈する。パースペクティヴの概念は、郊外の人工風景の発見、遠近法の人工的な操作、作品の設
置環境の探求といった、本論で考察するミニマリズムの歴史の諸段階を包括している。
　本論において「ミニマリズム Minimalism」という呼称を用いるのは便宜的なものであり、本論
が論じる作家・作品群を総称的に指すのに、もっとも広く定着しているためである。「ミニマリ
ズム」「ミニマル・アート」という用語は、本来、作家たちが自称した運動体名ではなく、60年
代の抽象的・幾何学的形態を用いた物体群に対して、批評家たちがとりわけ60年代中葉以降用い
るようになり、定着した呼び方2である。ミニマリズムのタームで括られる作家は多いが、本論
で論じる作家は限定されている。前半部で集中的に論じるのは、ドナルド・ジャッド（1928-94）
とトニー・スミス（1912-80）であり、両者に強い影響を受けたロバート・スミッソン（1938-73）
を含めれば、三世代のアーティストたちによる、ひとつの系譜を描くことができる3。この三者
を結びつけるものは、大規模な工学構造への関心である。高速道路、橋、ダム、兵器庫といった
大規模なインフラストラクチャーの建造物と彼らの造形は連関している。スミスとスミッソン
は、ともにニュージャージー州の出身であり、多くの作品制作をニュージャージーで行った。ジ
ャッドの出身はミズーリ州でその後は国内を転々としたが、ハイスクール時代をニュージャージ
ーで過ごしている。アーティストたちがニューヨークに居を構え、グリーン・ギャラリー、キャ
ステリやドワンといったニューヨークのギャラリーに所属し作品を発表していたにも関わらず、
本論は郊外のニュージャージーという地理を、ミニマリズムにとって重要な場所として扱う。ニ
ュージャージーの工業的風景とミニマリズムとの関係に注目することで、ミニマリズムを具体的
な場所から切り離された観念的考察から解放し、現実の風景に位置づけ直すことができるため
である。
　対象となる年代は、1951-52年にスミスがニュージャージーの未完の高速道路を走行した体験
を先駆とし、1961-68年までのミニマリズムが最も盛んに展開した時期を中心として、1984年にジ
6
1  A Minimal Future?: Art as Object 1958-1968 (Los Angeles: The Museum of Contemporary Art, and Cambridge, MA and 
London: MIT Press, 2004).
2  Francis  Colpitt, Minimal Art: The Critical Perspective (Seattle: University of Washington Press, 1990), p. 3.  1968年には、
グレゴリー・バットコック編集による『ミニマル・アート：批評選集』が刊行され、ハーグにおいて「ミ
ニマル・アート」展（デュッセルドルフ、ベルリン巡回）が開催されている。Gregory Battcock ed., Minimal 
Art: A Critical Anthology (Berkeley and Los Angles: University of  California Press, 1968/1995).
3  本論における記述のウェイトは、おおよそジャッド50%、スミス15%、スミッソン15%、その他20%であ
る。
ャッドが荒野のコンクリート作品を完成させるまでの期間を扱っている。この限定は、パースペ
クティヴという本論の主題を考慮して、最適なものを選び取った。
2. ミニマリズムと遠近法
　パースペクティヴという問題を扱うに当たって、その問題圏について予備的に記しておこう。
ミニマリズムの作品を「物体 object」として把握することが依然として支配的なのは、ドナル
ド・ジャッドが1964年に執筆し、65年に発表した批評「スペシフィック・オブジェクツ Specific 
Objects」4の影響があるだろう。ジャッドはそこで、数年来に興隆した新しい作品群を、絵画で
も彫刻でもない三次元的作品として把握し、そこにイリュージョニズムの排除、反コンポジショ
ン、素材と色彩使用の自由、擬人主義的イメージの不在といった、既存の美術作品とは異なる特
徴を見出した。本論では、そのような美術史の領域における線的展開において登場したオブジェ
クトとしての存在の規定ではなく、美術以外の非芸術作品を見る視点という、より把握しがたい
ものに、ミニマリズムの発生と展開の重要な問題があると考える。そのため、当時のジャッドの
言説では「スペシフィック・オブジェクツ」ではなく、彼が非芸術作品を論じた2つの批評「カ
ンザスシティ報告」（1963年12月）と、「20世紀工学展」のレビュー（1964年10月）5における、工
学建築や都市風景についての批評に着目する。そこでは、工学建築や都市計画といったものが、
「芸術」として把握されており、そのような建築物への関心が自作の展開、ひいてはミニマリズ
ムの展開と並行していることが明らかになってくるだろう。
　また本論では、ミニマリズムの作品において、線遠近法、幾何学、プロポーション、シンメト
リー、多面体、タイリングといった、古典古代からルネサンス／バロック、あるいは自然形態か
ら受け継がれてきたオーダーが、いかに復活しているかという問題を、人工風景のような同時代
的な視覚現象からの影響と並行して考察している。ミニマリズムの造形が「幾何学的」であるこ
とは誰もが語るが、実質的には、ミニマリズムを幾何学の観点から数的に分析した者はほとんど
いなかった6。たとえば2つのミニマリズム論のアンソロジー、グレゴリー・バットコック編集
（1968年）のものにも、ジェームズ・メイヤー編集（2000年）7のものにも、メル・ボックナーな
どアーティスト自身の著作を除けば、作品の数的・幾何学法則の分析を具体的に行ったものはな
い。本論では、ミニマリズムの作品における幾何学・数学の分析を重視した。長さ、角度、プロ
ポーションという基礎的な要素を、ごく初歩的な数学を用いて分析したことで、依然として人文
学的な批評家・美術史研究者たちが試みなかった、隠された造形的規則性もいくつか発見してい
る。たとえば第3章では、ジャッドが使用していた、計算が間違った逆数の級数が生み出した、
新たな規則性を見出している。
7
4  Donald Judd, “Specific Objects” (1965), in Donald Judd, Complete Writings 1959-1975  (Halifax: The Press of Nova Scotia 
College of Art and Design and New  York: New  York University Press, 1975), pp. 181-189. First published in Arts Yearbook 
8, pp. 74-82.
5  Donald Judd, “Kansas City Report” (1963), in ibid., pp. 103-105. Judd, “‘Month in Review,’ Arts Magazine, October 
1964,” in ibid., pp. 137-139.
6  幾何学を用いた作品分析の例を挙げれば、ジョゼフ・マシェックは、ミニマリズムとしてカテゴライズさ
れることがあるロバート・マンゴールドの作品の半円形フォーマットの幾何学を分析している。Joseph 
Masheck, “A Humanist Geometry [Robert Mangold]” (1974) in ed. Amy Baker Sandback, Looking Critically: 21 Years of 
Artforum Magazine (Ann Arbor: UMI Research Press, 1983), pp. 157-159.
7 James Meyer ed., Minimalism (London: Phaidon, 2000).
　ミニマリズムとの関連において、遠近法の法則で最も基礎的なものは、大きさの縮小である。
ある観点と、物体との直線距離が2倍、4倍、8倍…になったとする。そうすると視線の正面で
は、物体の見かけの大きさは最初と比べて1/2、1/4、1/8…と線形的に収縮する（これは、片目を
つぶって両手を動かしながら試してみることもできるだろう）。この縮小は、距離Dに対し、大きさS
は距離の逆数である1/Dに比例する、と表現することができる8。「大きさは、視点から遠ざか
るに比例して小さくなる」というこの経験的感覚はしかし、遠くに見える自動車が実際にミニカ
ーと同じぐらい小さいとは通常はあまり考えないように、日常的知覚においては、距離による大
きさの変化を考慮して、むしろ大きさを恒常的なものとして把握することが多いだろう。大きさ
の縮小から距離を見積もる計算を解除して、遠近法のままに物を見るということには、やや工夫
が必要だ。ミニマリズムの作品経験は、そのように、絵画的な遠近法をそのまま受け容れる、と
いう視覚に強く関わっている。作家ではメル・ボックナーが注目していた射影幾何学という領域
は、平行線が無限遠点で交差するという線遠近法絵画の視覚的事実を受け容れ、長さと角度の
ない、射影変換という図形操作に基づく幾何学を展開させた。また、そのような遠近法的で絵
画・写真的な視覚は、ジェームズ・J・ギブソンが「視覚フィールド」と呼んだものであった。
　大きさの縮小は、もうひとつの重要な法則を発生させる。それはごく当たり前ではあるもの
の、限定された室内空間の知覚においては、やや気づくことが難しいものだ。それは距離の増
加による大きさの縮小にともなって、視野に示される領域が拡大することである。近くの風景よ
り遠くの風景のほうが、縮小される分、視野に提示可能な物理的面積は大きくなるということ
である。近くの列車が視野に1両分ほど収められるとしたら、遠くの列車は8両分を収めることも
可能である。ごく単純に表すとしたら、物の大きさは小さく見えるが、それを取り囲む空間は広
くなる。距離とともに物体の大きさが1/2、1/4と縮小するとき、空間は2倍、4倍と増加する。幾
何学的な箱に近い、四方を壁に囲まれた室内空間では、視点から遠ざかると壁が縮小するばか
りで、領域が広くなっていることにはなかなか気づきにくい。だが、なるべく遮るもののない見
通しの良い外に出れば、その広がりは一目瞭然である。距離の増加にともなう、大きさの縮小
と空間の拡大は、単なるイリュージョンではなく、視覚の感覚的事実であり、また、観念的な
モデルではない。本論は、同じユニットの規則的反復という、ミニマリズムの配列を概念的・観
念的に考察するより、遠近法の縮小という知覚的事実に着目する。この原理は、とりわけ第2
部・第3部において、写真の遠近法から鏡の反映、荒野に置かれたユニットのサイズに至るま
で、重要な役割を果たすだろう。
3. 先行研究
　先行研究に対する当研究の位置づけを示しておこう。2001年にジェームズ・メイヤーが『ミニ
マリズム──60年代のアートと論争』9を刊行し、1959-68年までのミニマリズムの包括的な歴史
が、主要な展覧会とそれに対する批評を中心に集約された。クロノロジカルなメイヤーの著作
は、1966年の「プライマリー・ストラクチャーズ」展を初めとする展覧会とその受容をベースと
した分析である。本論がメイヤーの歴史認識と大きく異なる点は、メイヤーの本では章を割り
8
8  James J. Gibson, The Perception of the Visual World (Cambridge, MA: The Riverside Press, 1950), p. 83.［ジェームズ・
J・ギブソン『視覚ワールドの知覚』東山篤規・竹澤智美・村上嵩至 訳（新曜社、2011年）、99頁］
9 James Meyer, Minimalism: Art and Polemics in the Sixties (New Haven and London: Yale University Press, 2001).
当てて検討されなかったトニー・スミスの存在が中心化され、人工風景・工学建築との関係性
が主題化されていることである。
　メイヤー以前では、フランセス・コルピットが1990年に刊行したミニマリズムの批評的問題の
分析10が行われている。コルピットとメイヤーの研究によって、ミニマリズムと当時の美術批評
との関係は明確になっている。両者の研究はミニマリズム研究の基礎的な文献であり、本研究は
パースペクティヴという、より特殊な問題に焦点を当て、発展した作品・作家分析を展開するこ
とを目論んでいる。
　60年代後半から同時代批評として登場し、その後も支配的なミニマリズムに関する理論的読解
を提起したのが、マイケル・フリードとロザリンド・クラウスによる現象学的なミニマリズム論
である。マイケル・フリードは1967年の「芸術とオブジェクトフッド」11において、スミス、ジ
ャッド、モリスをリテラリズムと呼び、その作品経験の主体客体関係が観者の経験を含み、演劇
的な性格をもっているため非芸術であると批判した。フリードの論は、現在に至るまでミニマリ
ズム論の代表的言説となっている。しかしフリードの論は、初期作品を舞台装置として用い、自
らパフォーマンスを行ったロバート・モリスの批評としては、作家自身がその予見性を認めるよ
う12に妥当なものであると考えられるが、スミスとジャッドの解釈としては、彼らの構造力学的
形態への関心といったコンテクストを完全に捉えそこねている。本論では、第2章・第3章を通じ
て、その解釈の問題を明らかにした。
　ロザリンド・クラウスは、60年代の同時代批評から、ミニマリズム／ポストミニマリズムの動
向に、現象学および構造主義に依拠した理論的分析を導入した。1979年には、論考「拡張＝展開
されたフィールドにおける彫刻」13において、モダニズム以降の彫刻のステータスを、非−風景、
非−建築からなる論理的フィールドの展開として把握した。本論でも、クラウスと同じく、建築
と風景に拡張されたフィールドからミニマリズムの歴史を把握している。しかし、そこにおける
「構造」の概念の取り扱いは大きく異なっている。本論において「構造 structure」は、紙の上の
抽象的な「論理的構造」ではなく、物理的な「構造力学」の問題において考察されている。ミニ
マリズムの展開を、工学構造の芸術的転用という視点から再考することで、ジャッドの作品形態
の変化や、スミスの反主知主義的な構造利用を、ごく抽象的な理論モデルに拘泥することなく、
正確に把握することができるだろう。
　ハル・フォスターは、クラウスの「拡張＝展開されたフィールド」を、トニー・スミスの高速
道路やジャッドの荒野、ジェームズ・タレルを含めた、ミニマリズム以降の現代美術の拡大的展
開を理解するものとして再把握している14。しかし、その「拡張されたフィールド」は、限界の
なさの経験という、崇高の美学に結び付けられてしまう。本論は、ミニマリズムの拡張的な実践
を、崇高の美学とは同一視していない。たしかに、スミスの高速道路やジャッドの荒野は、経験
するフィールドの限界の無さを感じさせる。だが、そこで留意すべきは、いかに事物によって時
9
10 Francis Colpitt, Minimal Art: The Critical Perspective (Seattle: University of  Washington Press, 1990).
11 Michael Fried, “Art and Objecthood,” in Artforum 5, no. 10 (June 1967), p. 23.
12  Robert Morris, Have I Reasons: Works and Writings, 1993-2007, ed. Nena Tsouti-Schillinger (Durham and London: Duke 
University Press, 2008), pp. 135, 184.
13  Rosalind Krauss, “Sculpture in the Expanded Field,” October 8 (Spring 1979), pp. 30-44. 2014年には、同論文に基づ
く2007年に行われたカンファレンスの記録集が出版されている。Spyros Papapetros and Julian Rose eds., Retracing 
the Expanded Field: Encounters between Art and Architecture (Cambridge, MA and London: MIT Press, 2014).
14 ハル・フォスター『アート建築複合態』瀧本雅志 訳（鹿島出版会、2014年）、299-300頁
空間のシークエンスが分節されるかということである。本論は、その物質的な分節を詳細に分
析することによって、単なるフィールドの拡張と崇高性の経験という観点からは明確に距離を置
いている。
　フリードとクラウス以降のミニマリズム読解の主な動向を見ておこう。リチャード・シフは、
2000年頃から頻繁にジャッド論に取り組んでいる15。シフの解釈の特徴は、クラウスが構造主義
以降のヨーロッパ思想から分析したのに対して、C・S・パースなどのアメリカ哲学から、経験論
的哲学の実践として考察している点にある。シフの解釈は、ジャッド論のアメリカナイズに多分
に貢献した。しかし、シフの諸作はジャッドの後期著作の哲学的解釈に集中しており、そこでは
作品の知覚に基づいた分析が、著作の読解には拮抗していない。本論の目的は、ジャッドのプラ
グマティズム的美学を理解することではなく、実践における思考を抽出することにある。そのた
め、作品分析において、随所でジャッド自身の著作を踏み超えた考察を行っている。
　ドナルド・ジャッドについてのモノグラフは、リチャード・シフの指導のもとにあったデヴィ
ッド・ラスキンによって2010年になって初めて公刊された16。ラスキンのジャッド論は、端的
に、ジャッドの作品をフリードやクラウスのように、単に反復されるだけの物体として捉えるの
ではなく、「創造的経験」として、自由、開放、創発、創造といった肯定的かつプラグマティッ
クな生の哲学を表現するものとして理解しようとしたものだ。肯定性はそこから、ジャッドの道
徳・倫理的な態度にまで拡大される。しかし結果として、ラスキンのジャッド論は、学術的にも
批評的にもルースなものであり、ジャッドの作品分析としても、プラグマティズム的な美学理論
としても、学説として不徹底なものである。本論はジャッドについてのモノグラフではないが、
そのような「生の哲学」に依った不鮮明な解釈は、ジャッドの作品構造における幾何学・数学
の徹底した分析に置き換えられている。
　トニー・スミスは、他のミニマリズムのアーティストよりマイナーである。ジャクソン・ポロ
ックと同じ1912年生まれで、先行する抽象表現主義の世代に属し、プロトミニマリズム的な作家
として把握されることが多いスミスを本論が重視するのは、独学者の建築家として活動していた
スミスの建築・インフラストラクチャーの構造に対する眼差しが、ミニマリズムからアースワー
クへという歴史的展開をシームレスに接続しうる、包括的な視野を提供すると考えるからであ
る。スミス研究の公刊されたモノグラフはいまだ存在しないものの、1972年の作品集17における
ルーシー・リッパードのテキストは、20頁ほどの分量ではあるが、スミスの彫刻作品を理解する
結晶的構造などのコンテクストを、フリードとは比較にならない適切さで把握していた。本論の
アプローチは、フリードやクラウスの理論的解釈より、リッパードの具体的なコンテクスト読解
の態度に近いといえるだろう。
　戦後アメリカ美術を、ニューヨークのアートワールドではなく、ニュージャージーの郊外空間
というコンテクストとの関係において文化史的に考察することは、アン・レイノルズの『ロバー
ト・スミッソン──ニュージャージーと他所に学ぶ Robert Smithson: Learning from New Jersey and 
10
15  Richard Shiff, “Donald Judd: Fast Thinking,” in Donald Judd: Late Work (New  York: Pace Wildenstein, 2000), pp. 4-23. 
Shiff, “A Space of One to One,” in Donald Judd: 50 × 100 × 50/100 × 100 × 50  (New  York: Pace Wildenstein, 2002), pp. 
5-23. Shiff, “Donald Judd, Safe from Birds,” in Nicholas Serota ed., Donald Judd (London: Tate, 2004), pp. 29-61.
16 David Raskin, Donald Judd (New Haven and London: Yale University Press, 2010).
17 Lucy R. Lippard, Tony Smith (London: Thames and Hudson, 1972).
Elsewhere』（2002）18以降、何度か試みられてきた。ごく近年では、2012年に、ダン・グレアムが
地元ニュージャージーを撮った写真の展覧会『ダン・グレアムのニュージャージ  ー Dan Graham’s 
New Jersey』（2012）19が開かれ、2013-2014年にかけては、プリンストン美術館で、スミッソンや
グレアムを含む、ニュージャージーで制作された作品群を扱った展覧会『ノンサイトとしてのニ
ュージャージー New Jersey as Non-site』20が行われている。本論はこれらの近年の成果を包括しつ
つ、郊外のインフラストラクチャーとミニマリズムの視覚をたびたび結び合わせていくだろう。
4. 構成
　本論の全体は3部構成であり、内容は主題によって分けられているが、ほぼ年代記にも沿って
おり、それぞれ初期ミニマリズム、盛期ミニマリズム、ミニマリズム以降の問題を論じている。
　第1部「芸術と工学」は、高速道路、橋、カンティレヴァー構造、配管といった工学的な風景
と形態が、いかにスミスとジャッドのミニマリズム的作品の発生にとって重要な影響をもたらし
たかというソース研究である。第1章「人工風景の経験」では、1950年代から60年代の初頭にか
けてのミニマリズムの黎明期において、いかにアーティストたちが非芸術である人工風景を芸術
との相関において見ていたかを明らかにしている。第2章「構造と形態」では、スミスとジャッ
ドの作品構造とその展開を、人工風景以外の科学的ダイアグラムや工学構造という、美術史の外
部の存在との関係において分析している。
　第2部「系列的方法」は、連続的な数の系列（series）によって作品の秩序を遂行に先立って決
定する方法論が、ジャッドとそれ以降のボックナー／スミッソンにおいてどのように展開したか
を検討している。第3章「パースペクティヴとプロポーション」は、1966年のジャッド個展にお
いて展示された「プログレッション」（数列）タイプの作品を取り上げ、その数的構造と経験構
造の両者を分析している。第4章「次元の変換」は、遠近法・写真・地図における三次元から二
次元への変換という問題から、スミス作品の連続写真、ボックナーのブロック・グリッド写
真、スミッソンの遠近法的縮小を検討している。
　第3部「土地と配列」は、第2部で扱った盛期ミニマリズムの時期において、いったん実際の土
地から切り離され、抽象的構造として純粋化されたものが、ふたたび郊外風景、そして荒野にお
いて展開していく過程を検討する。第5章「風景への回帰」は、第1章の続編であり、ダン・グレ
アムが故郷のニュージャージーの住宅団地の配列にミニマリズムを見出した「ホームズ・フォ
ー・アメリカ」のプロジェクト、そしてスミッソンがニュージャージーの旅行から立ち上げた
「ノンサイト」タイプの作品を分析し、人工風景から展開したミニマリズムが、ふたたび郊外風
景という具体的な対象へと回帰する過程を検討する。第6章「荒野という文脈」では、ジャッド
が68年にニューヨークの鋳鉄ビルを購入して以降、テキサス州マーファの地で大規模な野外作品
設置をするまでの過程を追い、既存の建物や土地というコンテクストをいかに利用したかを明
らかにする。1980-84年に制作された1kmにおよぶコンクリート作品を詳細に分析することで、ミ
ニマリズムの方法が、荒野という環境でどのように展開したのかを考察する。
11
18 Ann Reynolds, Robert Smithson: Learning from New Jersey and Elsewhere (Cambridge, MA and London: MIT Press, 2003). 
19 Dan Graham’s New Jersey (Zurich: Lars Müller, 2012). 
20 New Jersey as Nonsite, ed. Kelly Baum (New Haven and London: Yale University Press, 2013).
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